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ま
ず
「
相
続
登
記
」
と
は
、
不
動
産

の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
名
義

を
変
更
し
、
新
し
い
所
有
者
を
明
確
に

す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
相
続
登
記
を
申
請
す
る
か

ど
う
か
は
相
続
人
の
任
意
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
登
記
簿
を
見

て
も
所
有
者
の
わ
か
ら
な
い
「
所
有
者

不
明
土
地
」
が
全
国
で
増
加
し
、
周
辺

の
環
境
悪
化
や
公
共
工
事
の
阻
害
な
ど
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
任
意
だ
っ
た
相
続
登
記
が
義
務
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
相
続
に
よ
り
（
遺
言
に
よ
る
場
合
を

含
み
ま
す
）
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続

人
は
、
相
続
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
産
分
割
の
話
し
合
い
で
不

動
産
を
取
得
し
た
場
合
も
、
遺
産
分
割

か
ら
３
年
以
内
に
登
記
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
正
当
な
理
由
が
無
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
申
請
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
正
当
な
理
由
の
例

⑴
相
続
登
記
を
放
置
し
た
た
め
に
相
続

人
が
極
め
て
多
数
に
上
り
、
戸
籍
謄
本

等
の
必
要
な
資
料
の
収
集
や
他
の
相
続

人
の
把
握
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス

⑵
遺
言
の
有
効
性
や
遺
産
の
範
囲
等
が

争
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

⑶
申
請
義
務
を
負
う
相
続
人
自
身
に
重

病
等
の
事
情
が
あ
る
ケ
ー
ス 

な
ど

　
相
続
登
記
の
義
務
化
は
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
今
の
う

ち
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
前
に

相
続
し
た
土
地
で
あ
っ
て
も
、
相
続
登

記
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
義
務
化
の

対
象
（
３
年
間
の
猶
予
期
間
あ
り
）
と

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
相
続
関
係
の
複
雑
さ
な
ど
様
々
な
事

情
が
あ
り
、
す
ぐ
に
相
続
登
記
が
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
す
が
、
簡
易

な
申
請
で
ひ
と
ま
ず
相
続
人
と
し
て
の

義
務
を
履
行
し
た
も
の
と
み
な
す
方
法

と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
「
相
続
人
申

告
登
記
制
度
」
で
す
。

　
こ
の
場
合
、

①
所
有
権
の
登
記
名
義
人
に
つ
い
て
相

　
続
が
開
始
し
た
旨

②
自
ら
が
そ
の
相
続
人
で
あ
る
旨

の
２
点
を
申
請
義
務
の
履
行
期
間
内

（
３
年
以
内
）
に
登
記
官
に
対
し
て
申

し
出
る
こ
と
で
、
申
請
義
務
を
履
行
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
相
続
人
が
そ
れ
ぞ
れ
単

独
で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

他
の
相
続
人
と
話
し
合
う
必
要
も
承
諾

や
同
意
を
得
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
申
出
を
す
る
相
続
人
自
身
が

被
相
続
人
（
所
有
権
の
登
記
名
義
人
）

の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
当
該

相
続
人
の
戸
籍
謄
本
を
提
出
す
る
こ
と

で
足
り
、
法
定
相
続
人
の
範
囲
及
び
法

定
相
続
分
の
割
合
の
確
定
が
不
要
で
す
。

相
続
人
申
告
登
記
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
①
と
り
あ
え
ず
義
務
を
履
行
で

き
、
②
相
続
人
が
単
独
で
手
間
な
く
、

費
用
も
か
け
ず
申
請
で
き
る
の
で
、
③

相
続
登
記
の
義
務
不
履
行
に
よ
る
過
料

を
回
避
で
き
ま
す
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
一
つ
め
は
「
売
却
が
で
き
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
亡
く
な
っ
た
父
名
義
の
だ

れ
も
住
ん
で
い
な
い
不
動
産
を
売
却
し

て
そ
の
代
金
を
相
続
人
で
分
配
す
る
よ

う
な
場
合
、
亡
く
な
っ
た
人
の
名
義
の

ま
ま
で
は
売
却
が
で
き
な
い
の
で
、
必

ず
相
続
人
名
義
に
相
続
登
記
を
し
た
う

え
で
、
名
義
人
と
な
っ
た
相
続
人
が
売

主
と
し
て
契
約
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
二
つ
め
は
、
「
二
度
手
間
」
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
相
続
分

割
協
議
が
ま
と
ま
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず

相
続
人
申
告
登
記
を
し
て
も
、
義
務
は

履
行
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
分
割
協

議
が
成
立
し
て
か
ら
３
年
以
内
に
、
正

式
に
登
記
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で「
不
動
産
の
相
続
人
で
あ
る
」

こ
と
を
表
示
す
る
の
で
あ
っ
て
、
確
定

し
た
権
利
（
所
有
権
）
を
登
記
し
た
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
三
つ
め
は
、
相
続
人
申
告
登
記
を
す

る
と
登
記
事
項
証
明
書（
登
記
簿
謄
本
）

に
申
告
し
た
相
続
人
の
住
所
・
氏
名
が

記
載
さ
れ
ま
す
。
登
記
事
項
証
明
書
は
、

本
人
や
代
理
人
で
な
く
て
も
、
誰
で
も

取
得
や
閲
覧
が
可
能
で
す
。
今
ま
で
は
、

登
記
さ
れ
た
所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
な

く
な
る
と
、
市
町
村
役
場
で
は
配
偶
者

や
長
男
な
ど
の
住
所
を
調
べ
る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
一
般
的
に
は
所
有
者
不

明
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、

相
続
人
申
告
登
記
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
と
、
市
町
村
役
場
で
固
定
資
産
納
税

通
知
書
の
送
付
先
が
不
明
と
な
っ
た
際

で
も
、
登
記
事
項
証
明
書
（
誰
で
も
取

得
可
）
を
見
て
申
告
登
記
の
な
さ
れ
て

い
る
相
続
人
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
不
動

産
業
者
か
ら
営
業
の
案
内
が
届
く
、
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
相
続
人
申
告
登

記
を
行
う
時
は
、
慌
て
て
せ
ず
に
、
期

間
内
で
の
登
記
手
続
き
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
濃
厚
に
な
っ
て
か
ら
検
討
・

手
続
き
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
相
続
関
連
の
他
の

制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

相続登記が義務化されます
～なくそう、所有者不明土地～

○３年以内に遺産分割が成立しなかったケース
　▶まずは、３年以内に相続人申告登記の申出（法定相続分
　　での相続登記の申請でも可）を行う。
　▶その後に遺産分割が成立したら、遺産分割成立日から３
　　年以内に、その内容を踏まえた相続登記の申請を行う。
　▶その後に遺産分割が成立しなければ、それ以上の登記申
　　請は義務付けられない。
○３年以内に遺産分割が成立したケース
　▶３年以内に遺産分割の内容を踏まえた相続登記の申請が
　　可能であれば、これを行えば足りる。
　▶それが難しい場合等においては、３年以内に相続人申告
　　登記の申出（法定相続分での相続登記の申請でも可）を 
　　行った上で、遺産分割成立日（死亡日ではない）から３
　　年以内に、その内容を踏まえた相続登記の申請を行う。
○遺言書があったケース
　▶遺言（特定財産承継遺言又は遺贈）によって不動産の所
　　有権を取得した相続人が取得を知った日から３年 以内
　　に遺言の内容を踏まえた登記の申請（相続人申告登記の
　　申告でも可）を行う。

　令和６年４月から相続登記が義務化されます。今月の特集は、なぜこの制度が
必要なのか、どういった内容なのかについて、その概要をお知らせします。
　あわせて、最近追加・改正のあった相続に関わるその他の制度もご紹介します。

～なくそう、所有者不明土地～

相続人がすべき登記申請の内容

遺産分割の話し合
いがまとまった

早期に遺産分割す
ることが困難

遺産分割の結果に基づく相続登記

不動産の相続を知った日から３年以内

相続人申告登記

不動産の相続を知った日から３年以内
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相
続
登
記
な
ぜ
義
務
化
？

相
続
人
申
告
登
記
制
度
と
は

義
務
化
は
ど
う
い
う
内
容
？


